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令和７年度福祉のまちづくり推進協議会 議事録 

 

日時  令和７年１１月５日（水） １０：００～１２：００ 

 

場所  ときわ会館５階大ホール 

 

配布資料 

 

○令和７年度さいたま市福祉のまちづくり推進協議会 次第 

○令和７年度さいたま市福祉のまちづくり推進協議会 席次表 

○さいたま市福祉のまちづくり推進協議会 委員名簿 

○資料１   地域福祉推進室の新設について 

〇資料２－１ さいたま市バリアフリー専門部会について 

〇資料２－２ バリアフリー整備に関する利用者アンケートの結果（概要） 

〇資料２－３ バリアフリー整備に関する利用者アンケート資料一式 

〇資料２－４ バリアフリー整備に関する利用者アンケート調査結果 

〇資料２－５ 改定版基本構想に基づく特定事業計画のとりまとめ状況 

〇資料２－６ 基本構想改定方針 

〇資料３－１ 福祉のまちづくりモデル地区推進部会について 

○資料３－２ さいたま市福祉のまちづくりモデル地区推進事業活動報告書 

○資料４－１ 令和６年度心のバリアフリー促進啓発事業の事業報告について 

○資料４－２ 令和７年度心のバリアフリー促進啓発事業の実施予定について 

○資料５   さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例整備基準マニュアルの

改定について 
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出席委員（敬称略・五十音順） 

荒井 孝浩 さいたま市福祉局障害福祉部 

荒井 優子 公募委員 

稲垣 具志 東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 

臼井 常雄 障害者（児）の生活と権利を守るさいたま市民の会  

児玉 憲一 国土交通省関東地方整備局 大宮国道事務所  

作山 康 芝浦工業大学 システム理工学部 環境システム学科 

佐藤 美樹子 ＮＰＯ法人 埼玉県障害者協議会  

代田 智之 さいたま市都市局交通政策部 

神保 成究 東日本旅客鉄道株式会社 大宮支社経営戦略ユニット 

鈴木 亜妃子 さいたま市聴覚障害者協会  

関根 肇 一般社団法人 埼玉県バス協会  

高橋 八州博 さいたま市福祉局長寿応援部  

塚本 光夫 さいたま市老人クラブ連合会 

間 真 さいたま市福祉局生活福祉部  

古里 実 ＮＰＯ法人 都市づくりＮＰＯさいたま 

丸山 和彦 一般社団法人 さいたま市私立保育園協会  

宮澤 厚志 合同会社 FUKUMEN 

宮澤 三夫 ＮＰＯ法人 さいたま市視覚障害者福祉協会  

村山 知之 東武鉄道株式会社 施設部 建築土木課  

山口 明子 一般社団法人 さいたま市手をつなぐ育成会 

山本 高弘 さいたま市教育委員会事務局管理部 

代理出席者（敬称略・五十音順） 

鷹巣 則和 埼玉県警察本部 交通部 交通規制課 
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小椋 和彦 さいたま市教育委員会事務局学校教育部 

 

傍聴人 

  ０人 

 

 

【内容】 

１ 開 会 

 

２ 報告事項 

（１） 地域福祉推進室の新設について 

 

事務局   資料 1 地域福祉推進室の新設 

      に基づき、説明。 

 

作山会長  私は、上尾市で高齢福祉を中心とした多世代の居場所づくりを行っています

が、行政が縦割りの状態だと、多様な分野に対しての現場の声を整理できませ

ん。そういった現場の声を反映するためにも、地域福祉推進室ができたのはと

ても素晴らしいことではないかと思います。 

 

（２）バリアフリー専門部会について 

 

事務局   資料２－１ さいたま市バリアフリー専門部会について 

資料２－２ バリアフリー整備に関する利用者アンケートの結果（概要） 

資料２－３ バリアフリー整備に関する利用者アンケート資料一式 

資料２－４ バリアフリー整備に関する利用者アンケート調査結果 

資料２－５ 改定版基本構想に基づく特定事業計画のとりまとめ状況 

資料２－６ 基本構想改定方針 

に基づき、説明。（説明内容は省略） 

 

荒井委員  ３点あります。 

１点目は、ロービジョンの当事者団体へのヒアリングをしていただきありが

とうございました。今後も継続してブラインドだけでなく、ロービジョン当事

者の意見聴取を続けていただきたいです。 

      ２点目は、バリアフリー法の改正により、車いす使用者用トイレの設置数につ
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いて整備基準の見直しを行うと記載されていますが、JIS 規格 S0026 について

多目的トイレのみでなく、一般のトイレにも適用するようにという文言がバ

リアフリー法建築設計基準に入っているため、どのように対応する予定かお

伺いします。 

      ３点目は、提案となりますが、さいたま市が所有している視覚障害関連の整備

のための機器（点字ブロックや誘導装置等）のアップデートがされていないと

感じています。アップデートしたほうが効率的な整備が進めやすいと思うの

でご提案いたします。 

 

事務局   １点目は、交通政策課より回答いたします。当事者の意見聴取については重要

な機会と考えているため、今後も引続き設けていきたいと考えております。 

 

事務局   ２点目は、地域福祉推進室より回答いたしますが、資料５「さいたま市だれも

が住みよい福祉のまちづくり条例整備基準マニュアルの改定について」にて

改めてご説明いたします。 

      ３点目について、回答いたします。福祉機器のアップデートとは、市から貸与

等を行っているもののアップデートという認識でよろしかったでしょうか？ 

 

荒井委員  違います。 

      点字ブロック等の視覚障害者の移動を助けるための装置のことです。 

 

稲垣委員  荒井委員の３点目の質問について、補足いたします。視覚障害の方で、特に若 

い方はスマートフォン等 ICT 機器が、単独歩行の大きな手助けとなっていま

す。そういった技術革新が進んでいる状況を、行政としてどのように見据えて

計画に反映してくのかを確認したかったのだと思います。 

 

事務局   ありがとうございます。ご提案いただいた内容につきましては、関わる部署が

多岐になるため、最新の技術を用いたアップデートについて、今後研究してい

きたいと思います。 

 

稲垣委員  ３点目については、信号機の灯火等警察も関わってくる内容であるため、そう 

いった部署も含めて連携いただきたいです。 

      続いて私の意見となりますが、当事者の意見のアンケート調査は非常に有益

な情報が詰まっていると思います。これをどのように生かしていくかが今後

重要になってくるかと思います。特に、福祉局で作成している「さいたま市だ
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れもが住みよい福祉のまちづくり条例整備基準マニュアル」へ、いかに反映し

ていくかが気になるところです。マニュアルに参考やコラム、理由の説明等を

記載することで、現場の技術者に当事者の声を届けることが必要だと思いま

すがどのようにお考えでしょうか？ 

 

事務局   地域福祉推進室よりお答えいたします。コラム等で当事者のご意見をいれた

見直しも行っていく予定です。今後も引き続き検討を進めて参りたいと思い

ます。 

 

（３）福祉のまちづくりモデル地区推進部会について 

 

事務局   資料３－１ 福祉のまちづくりモデル地区推進部会について 

資料３－２ さいたま市福祉のまちづくりモデル地区推進事業活動報告書 

      に基づき、説明。（説明内容は省略） 

古里委員  モデル地区という部分に少し引っかかりがあり、モデル地区で限定するので 

はなく、総合学習等で市内の小学校全体に事業を拡大できればいいと思うが、 

どのような部分に課題があるか確認させていただきたいです。 

 

事務局   地域福祉推進室よりお答えいたします。 

モデル地区推進事業は、一年間通して充実した内容となっている反面、複数校

で実施する場合、講師となる当事者団体の皆様の負担が大きく、同じ形で実施

することが難しい状況があります。我々としては、一度モデル地区推進事業と

して実施した学校が継続的に続けてもらうことや、学校の先生同士で横展開

し広がっていくことが理想と考えています。実際に前年度実施した学校で、当

事業の内容を基に自主的に展開している例もあるため、実績報告書を共有す

る等、ノウハウが蓄積し引き継がれていく仕組みをつくっていきたいと考え

ております。 

 

古里委員  考え方としてはよくわかりましたが、広がりとしては少しパワーが弱いと感

じています。現在は１つの学校に対して、複数回授業の実施を行っているが、 

      例えば１つの学校で 1 回の授業とする簡易な方法で、可能な限り多くの学校

で実施する方法もよいのではないかと思います。 

 

事務局   今後の検討としてさせていただき、モデル地区推進部会の中でもご相談させ

ていただければと思います。 
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（４）心のバリアフリー促進啓発事業について 

 

事務局   資料４－１ 令和６年度心のバリアフリー促進啓発事業の事業報告について 

資料４－２ 令和７年度心のバリアフリー促進啓発事業の実施予定について 

に基づき、説明。（説明内容は省略） 

 

（５）さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例整備基準マニュアルの改定につ 

いて 

 

事務局   資料５ さいたま市だれもが住みよい福祉のまちづくり条例整備基準マニュ

アルの改定について 

に基づき、説明。（説明内容は省略） 

 

荒井委員  トイレの JIS 規格 S0026 について、検討という言葉で留められており、あま

り積極性を感じません。適用する方向で見直していくのか確認したいです。 

      また、JIS 規格に対するさいたま市の考え方を伺いたいです。この JIS 規格は

多目的トイレのみならず一般トイレも適用範囲となっていますが、市内のト

イレでは整備が進んでおりません。何度も指摘しているにもかかわらず、多目

的トイレにしか適用されておらず、規格の適用範囲が守られていません。JIS

規格よりも国交省のバリアフリー法を重んじているのか知りたいです。 

 

事務局   地域福祉推進室です。 

トイレの JIS 規格 S0026 のマニュアルの記載については見直す方向で検討を 

      進めています。 

      どちらを優先して重んじるわけではなく、どちらも重要な考え方・内容である

と考えています。 

 

荒井委員  JIS 規格 S0026 が定められた２００７年から今まで、一般トイレには適用され

ておりませんでしたが、どういう解釈となりますか？ 

 

事務局   今までもマニュアルに記載しておりましたが、基準に位置付けていなかった

ため、表現として弱い部分がありました。そのため、今年度の改定で、一般ト

イレにも JIS 規格 S0026 に適合されるよう、強調するような書き方に対応さ
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せていただきたいと考えています。 

作山委員  個人的にこのトイレの部分は気にしていて、男女別に多機能トイレを確保す

ることは、建物の面積上の問題で空間の確保をすることが難しく、改善が難し

いと感じています。性的マイノリティの観点など、議論はあるとは思いますが、

男女別でなく共用トイレとして進めていくほうが、トイレの機能分散を進め

ていくという観点では、現実的に進んでいくのではないかと思います。 

 

荒井委員  アクセシブルデザインについて、JIS 規格とは別に国際規格の ISO 規格があり

ます。JIS 規格と ISO 規格は内容が似ているところもあれば、微妙に違うとこ

ろもあるため、JIS 規格の適用が難しい場合は、ISO 規格の適用に合わせると

いった運用方法はお考えですか？ 

 

事務局   整備基準として記載するかにつきましては、まずはコラム等で JIS 規格につ

ながる部分の紹介といった形で記載をするところから検討していきます。 

 

荒井委員  ISO 規格はあまり考えないということですね。別の自治体で委員をされている

方から、国内と国際の規格の違いについて教えてほしいという問い合わせを

いくつかいただいたので伺いました。ありがとうございます。 

 

稲垣委員  今日は発言が視覚障害の話に寄ってしまいますが、今回の改定は、道路を中心

に誘導ブロックの並べ方、踏切の対応について行われているが、改定するにあ

たって当事者や専門家の意見を総合的に検討するプロセスはとられているの

でしょうか？ 

 

事務局   地域福祉推進室よりお答えいたします。 

当整備マニュアルの監修については、髙橋儀平先生等にご協力をいただいて

おり、掲載内容等については、国のガイドラインを参考に行っています。 

 

稲垣委員  道路の関係は、専門家に監修等は行ってもらったのですか？ 

 

事務局   道路の関係は庁内の関係部署ともヒアリングを行いながら策定いたしました。 

 

稲垣委員  使用する人や専門的な知識を持った方など、第三者視点からの意見というの

はもらいながら策定されましたか？ 
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事務局   ございません。 

 

稲垣委員  それは大きな問題だと思います。 

      様々な方からの多様な意見を聞いて基準を作っていくことは大変な作業だと

思います。ただ、当事者参画が当たり前になっている中、使用する人の意見を

聞かずに基準を作ってしまうのは、厳しい言い方にはなりますが、令和の時代

ではありえないことだと思います。 

      例えば、今回の資料にも記載されている、視覚障害者には極めて重要な道路横

断の図について、スピーカーの向きが真下に向いていることは、当事者参画を

行っていれば絶対に出てこない図だと思います。また、障害者の利用の多い施

設の付近には点字ブロックを敷設すると記載がありますが、裏を返せば、障害

者の利用の多い施設でなければ、点字ブロックを敷設しなくてもよいと読み

取れてもしまいます。もし私が専門家として意見を求められたら、この記述は

必ず削除してもらいます。また、マニュアル内の JIS の規格に準ずるという部

分の記載も、重要な記述として取り扱われていない点について非常に危惧し

ております。また、沿道の施設との接続についても、道路でない部分に出る際

は必ず点状ブロックを敷設するようにと記載されているが、これも正しくな

いです。 

      これらのような部分については、専門家が見れば修正できる点であり、せっか

くバリアフリー基本構想でいろいろと頑張っている中で、技術者が拠り所と

して参照されるこのマニュアルに反映されていないのは残念です。 

      もう少しこのマニュアルの策定を行う際は、丁寧な進め方を行わないといけ

ないと思います。ホームページで「さいたま市は点字ブロックこれでいいの？」

と思われてしまうため、気になりコメントさせていただきました。 

       

事務局   貴重なご意見ありがとうございます。我々が改定を行う中で、足りない部分が

あったと思います。今いただいたご意見を踏まえて、今後の取組方法等につい

て検討させていただきます。 

       

鈴木委員  聴覚障害者の鈴木と申します。私は耳が聞こえないため色々な不便がありま

す。今年の６月に手話施策推進法が採択されました。また、同月にさいたま市

手話言語条例も制定されました。ただ、それらが制定された以降も、現状につ

いて特に大きな変化は見られずとても残念に思います。共生社会が取り組ま

れているとは到底思えません。ありがとうと言われても聞こえないので、手話

でなく口頭で言われると悲しい気持ちになります。少しずつでいいので、まず
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は、さいたま市役所の職員の方から、ありがとうくらいから手話を覚えていた

だいて、一つでも二つでも手話を覚えていただけると嬉しく思います。さいた

ま市手話言語条例が制定されたので、さいたま市の誇りとして、耳の聞こえな

い方が来庁された際は、手話で表していただけるようになっていただければ

と思います。 

 

事務局   地域福祉推進室です。 

      所管課では、職員がパソコンを立ち上げた際に簡単な手話が勉強できるもの

が流れたり、様々な研修を企画したりしております。すぐに変えていくのは難

しいと思いますが、所管課とも当ご意見について共有させていただき、市全体

で手話に取り組めるよう進めていきたいと考えております。 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 


